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Ⅰ 緒言

我が国では、高齢者数の増加に伴い多死社会となってい
る。死亡数は年々増加しており、2016年の年間死亡者数は
130万人を超え、そのうちの75歳以上の後期高齢者が約
75％を占めた１）。海外においては、高齢者の43％は終末期
に治療に関する意思決定が必要となるが、そのうち70％は
意思決定の必要なときには判断能力を有していないこと
が報告されている２）。

意思決定のプロセスは、医療・ケアチームの専門知識に
基づく最善の判断と本人・家族による個人の価値観や人
生の生き方などの情報を共有し、双方向のコミュニケーシ
ョンを経て合意をめざすものであり、本人の意思決定が
できない場合に医療者は家族と話し合うというもので
ある３）。しかし、わが国の高齢者を対象とした終末期の延
命治療に対する代理意思決定についての調査４）では、対象
者の70％以上が「自分の気持ち（意思）を伝えてくれる」「た
ぶん自分の気持ちに合わせてくれる」と回答していたもの
の、意思を伝達したことを根拠とする者は18.8％にとどま
っていた。代理意思決定の根拠では、「意思伝達の必要性
の気づき」24.6％、「意思伝達の困難さ」13.5％などの回答
も多かった。高齢者本人の意思を明確に把握できていない
場合、家族による代理意思決定は困難となる。

以上のことから、最近ではAdvance Care Planning（以
下、ACPとする）の重要性が唱えられている。ACPとは、一
人の患者の死にゆく過程においてその人の価値や目標、受
けたいと思う医療について話し合う過程であり、それによ

って、その患者の終末期に自身の思いを話せなくなった状
態になっても自らが望んでいた医療を受けることができ
るようにする一連の流れのことである５）。そして、終末期
医療における医師・患者のコミュニケーション・ツール
として米国で作成された『Go Wish game』を翻訳されたの
が『もしバナゲーム』である。「もしも余命があと半年か
ら1年だとしたら」という想定で、そのとき自分がどのよう
なことを大切にしたいかをカードから選び、それを人と話
し合うものである。

そのほか、医療者と患者が協働して問題解決を目指す新
たなアプローチとしてShared decision makingへの関心
も高まっている。これらによって、高齢者本人の思いを尊
重した医療の提供につながるものである。

今回、地域住民を対象として『もしバナゲーム』を用い
たグループワークを取り入れた研修会を企画した。ACP
は、高齢者が元気で、自分の言葉で願いを伝えられる時期
から、家族とのコミュ二ケーションを始めておくことが必
要６）である。そして、心身の機能と、それが土台となって
展開する人生のあれこれの活動のポテンシャルについて、
衰退していく曲線を想定してどう生きるかについてのプ
ランを立てることこそ、最期に向かう心積もりをする意義
がある３）。今回のグループワークを通じて、高齢者が自身
の人生最期の迎え方について考える機会となり、家族と話
し合うきっかけとなることをねらいとしている。本稿で
は、Advance Care Planning啓蒙のための地域住民を対象
にカードゲームを取り入れた研修会の評価を行うことを
目的としている。
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地域住民を対象にAdvance Care Planningの啓蒙を目的とした研修会を企画した。研修会では、参加者に
Advance Care Planningを身近に感じてもらえるようカードゲームを用いたグループワークを取り入れた。研
修会終了後に、研修会の評価を目的とした質問紙調査を実施し、参加者26名から調査の協力を得た。回答の内
容から、半数近い参加者が、人生の最期の迎え方について考えたり伝えたりした経験を有していた。カードゲ
ームを用いることの有用性を感じており、ほとんどの参加者が人生の最期の迎え方を家族に伝えていきたいと
回答していた。研修会全体を通して肯定的に評価していた。ゲームに用いるカードに記載された宗教的な内容
や外来語の理解が難しいという意見もあり、語句の理解を補足して進行するなど、運営上の配慮が必要である
ことが示された。
（キーワード）地域住民、Advance Care Planning、カードゲーム
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Ⅱ 研修会の概要

本研修会は、A市B公民館主催の平成29年度人権講演会
の提案を受け、筆者が下記の内容を企画した。
１．研修会の目的

地域住民が自身の人生最期の迎え方について考える機
会となり、家族と話し合うきっかけとなる。
２．研修会の内容

本研修会は、「人生・幸福・終活　～自分らしい生き方
とその備えを一緒に考えよう～」と題して、参加者がテー
マについて身近に感じ、考えられるよう、前半は筆者の親
族のACPについて紹介し、後半はACPの話し合いのために
開発されたカードを用いたグループワークを計画した。
１）対象：B公民館の呼びかけで研修会に参加した住民
２）開催日：平成30年1月20日（土）10：00～12：00
３）講演
４）グループワーク
３．評価方法

本研修会の評価は、研修会参加者に独自に作成した無記
名自記式質問紙を配布し、回収した。質問紙の内容は、参
加者の属性として年齢、性別、家族構成、択一式の質問と
して人生の最期の迎え方についてのこれまでの経験、「も
しバナゲーム」を用いた話し合いの効果、人生の最期の迎
え方についての今後の行動について、および感想や意見は
自由記載を依頼した。
４．倫理的配慮

研修会参加者には、質問紙の配布に先立ち、目的･方法、
無記名で個人が特定されないこと、調査に協力しないこと
で不利益を被ることはないことなどを紙面と口頭で伝え
た。また、質問紙の表紙に調査協力への同意を確認する項
目を設け、同意が確認できた質問紙のみを集計･分析対象
とした。

Ⅲ 「もしバナゲーム」とグループワークの実際

終末期医療における医師・患者のコミュニケーショ
ン・ツールとして米国で作成された『Go Wish game』を翻
訳されたもので、「もしも余命があと半年から1年だとした
ら」という想定で、そのとき自分がどのようなことを大切
にしたいかをカードを用いて人と話し合うものである。亀
田総合病院の医師、藤本浩一氏と原澤慶太郎氏により翻訳
され、iACPより販売されている。本研修会では、４人１組
でおこなうレクレーションルール（ヨシダルール）にて実
施した。

研修会の開始時から１テーブル４人で着席できるよう
に、あらかじめ会場の設営をおこなった。参加者の希望の
テーブルに着席してもらうように声をかけ、親しい人同士

や顔見知りの人と一緒にグループワークできる環境づく
りを配慮した。研修会の初めにアイスブレイクを目的とし
た簡単なレクリエーションを実施し、『もしバナゲーム』の
開始時には、テーブルごとに簡単な自己紹介を行い、話を
しやすい雰囲気づくりをおこなった。

ヨシダルールでは、手札と場のカードを交換するなど
し、最終的に自分が大切にしたいと考える５枚のカードを
手元に残す。そのうち、特に大切なカードを３枚選び、選
んだカードとその理由など、思考過程を他のプレーヤーに
紹介して終了する。今回は、テーブルごとにファシリテー
ターを１人配置し、ゲームの進行のほか、参加者の表情や
言動を観察し、話しにくいことは話さなくてよいことを伝
えながら進行した。ヨシダルールでは、自分自身が大切に
していることを考え、それらを言葉にし、さらに他のプレ
ーヤーの価値観を聴くことで、新たな気づきを得られる。

Ⅳ 結果

研修会参加者は28人、そのうち26人よりアンケートへの
協力を得た（回収率92.9％）。
１．参加者の属性
１）年齢：50歳代1人、60歳代6人、70歳代11人、80歳以上
8人
２）性別：男性5人、女性21人
３）家族構成：独居2人、夫婦世帯9人、2世代世帯12人、3
世代世帯3人
２．人生の最期の迎え方についてこれまでの経験（表1）

これまでに人生の最期の迎え方について考えたことが
「ある」は16人（61.5％）で半数を超えたが、これまでに人
生の最期の迎え方について家族に伝えたことが「ある」は
11人（42.3％）と半数以下であった。家族に伝えたことがあ
るうち、その方法は「話をした」が7人（63.6％）で最も多
く、「紙に書いた」「話し、紙にも書いた」がそれぞれ１
人であった。

３．「もしバナゲーム」を用いた話し合いについて（表2）
「もしバナゲーム」を用いた話し合いは話しやすかった

かとの問いに対して、「とてもそう思う」13人（50.0％）、
「まあそう思う」12人（46.2％）であった。人生の最後の迎
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表１　人生の最期の迎え方についてこれまでの経験（n=26）
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え方を考える上で役立つかとの問いに対しては、「はい」が
25人（96.2％）であった。

４．人生の最後の迎え方についての今後の行動（表3）
今後、人生の最後の迎え方について家族に伝えたいと思

うかとの問いに対して、「ぜひ伝えたい」11人（42.3％）、
「できれば伝えたい」14人（53.9％）であった。家族に伝え
たいもののうち、その方法は「話す」16人（64.0％）、「紙
に書く」5人（20.0％）であった。

５．感想や意見（表4）
自由記載を依頼した感想や意見を、内容の類似性に沿っ

て整理した。〔自らの最期について改めて考える機会とな
った〕〔これからの生活の参考になった〕〔今後の生活へ
の役立て〕〔もしバナゲーム使用の効果〕〔もしバナゲー
ム使用の課題〕〔研修会の評価〕にまとめることができた。

Ⅴ 考察

参加者の質問紙への回答にそって研修会の評価を行う。
今回の参加者のうち、半数近くが人生の最期の迎え方に

ついて、考えたり家族に伝えたりした経験を有していた。
カナダ国内でのオンライン調査７）では、半数の人が自身の
最期の迎え方について家族や友人と話し合いをしていた。
本研修会の参加者と同程度の割合であるが、カナダの調査
では、約2割の人がAdvance Care Planningの記録を持って
おり、半数の人は代理の意思決定者を決めていたことも報
告されていた。自身の人生の締めくくりを考える契機に
は、加齢現象や罹病、退職や重要他者の喪失などの社会的
な変化ほか、さまざまなことが考えられる。個人のさまざ
まな事柄をきっかけとしてAdvance Care Planningが実践
されるよう、知識の普及が望まれる。

ほぼすべての参加者が、カードゲームを用いることの有
用性を感じていた。また、研修会終了時、ほとんどの参加
者が人生の最期の迎え方を家族に伝えていきたいと回答
していた。高齢者は、死について考えるがそれを他者に語
ることはしない傾向がある８）こと、高齢者はどのような死
を迎えたいかを家族や他者と語る場がないこと９）が報告さ
れている。Advance Care Planningが広く知られることで、
これらの高齢者のニーズも満たされることにもつながる。

研修会全体を通して肯定的に評価していた。一方で、自
由記載には、『もしバナゲーム』のカードに記載された宗
教的な内容や外来語の理解が難しいという意見もあった。
より効果的なグループワークとなるためには、語句の理解
を補足して進行するなど、運営上の配慮が必要であること
が示された。
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表２　「もしバナゲーム」を用いた話し合いについて（n=26）

表３　人生の最後の迎え方についての今後の行動（n=26）

表４　感想や意見



Ⅵ 今後の展望と課題

今回、地域住民を対象としたAdvance Care Planning啓
蒙の研修会について、概ね好評を得ることができた。日常
的には話題にしがたいテーマであるが、カードゲームを用
いることで、和やかな雰囲気で実施することができた。今
回は、壮年期以降の参加者であったが、今後は対象者の年
齢層や関係性を拡大するなど、Advance Care Planningが
幅広い対象に理解され、実践されていくような研修会の企
画の検討を継続していきたい。
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